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　環境基本方針に基づき、生産部門においては生産活動における省エネや工数低減を主体に、前年度対比原単位当り
の原油換算エネルギー使用量１％削減を環境目標に活動を展開しています。また、本社・支店等の事務所部門においては、
ムダエネルギーの排除、室内温度の適正化など環境意識の向上を図り、電気使用量1％削減目標で活動しています。

●メンテナンス工事における EMS活動

　自家発電装置が工場内の屋外に設置してあり河川近
傍にあるお客様の場合、油脂が漏洩した場合に河川へ
の流出が懸念されます。又、海上シーバースに設置し
てある消火ポンプ用ディーゼル機関の場合は、床構造
が鉄板１枚であり各配管貫通部からは海面が見える様
な状態となっています。夫々のお客様について、万が
一油脂を漏洩させた場合環境汚染となり、大きな社会
問題となる事が懸念されます。そのため油脂が万が一
漏洩した場合に備え、緊急事態訓練の手粧貒9影 棰
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